
 
        杭州 2022 アジアパラ競技大会選手コメント【10 月 25 日】 
 
◆女子 100ｍ(T47 クラス) 決勝 
 
中川もえ選手(西池アスリートクラブ) 

「それほど緊張せず楽しみながらレースに臨めたなと思ったが、合図が鳴ってから何も考

えられず余り良いレースが出来なかった。それが少し悔しいかな。（怪我など）完全にど

こも痛くないわけではないけれど、ここ 1、2 年でうまく付き合いながらトレーニングを

積めるようになってきたので冬季の練習を頑張って来シーズンはポンといきたいと思い

ます。来年は、世界パラ神戸とパラリンピックがあるのでそこに選ばれる様に頑張りたい」 
 
◆男子 100ｍ(T54 クラス)決勝 
 
 生馬知季選手(GROP SINCERITE WORLD-AC) 
「正直悔しいですね。昨日よりもタイムも順位も落ちてしまって、昨日の走りの課題点を修

正できたかなと思ったが逆に後半の伸びがなかった。スタートからストローク、中盤以降

の走りへの切り替えの差が大きかったのでそこがうまくできなかった。次はリレーがあ

るのでそこまで少し時間があるのでしっかり調整していきたい。」 
 
◆男子 100ｍ(T4546/47 クラス)予選 
 
 三本木優也選手(京都教育大学) 
「んーという感じ。着順で決勝に行こうと思っていたので良いレースでは無かった。調子自

体は良かったのでタイムが期待できると思っていたので残念。今日の走りを振り返って

どこが良くて悪かったか見直してみたい。（2 組目の結果後決勝進出となり）明日も頑張

ります。」 
 
 石田 駆選手(トヨタ自動車) 
「気持ちよく走れました。後半から終盤にかけてブレがあったので今日の課題として明日

の決勝に向けて整えていきたいと思う。決勝は 10 秒台を出せるような走りをしていきた

い」 
 
  
 
 



 
◆男子 400ｍ(T36 クラス)決勝 
 
 松本武尊選手(AC・KITA) 
「悔しいですけど、今、自分の出せる力はだせたかなと思う。（7 レーンの）イランの選手

を意識していたが、予想していなかった 4 レーンの選手が出てきたので焦った。途中で

気持ちが安心してしまって最後は気の抜けた走りになってしまった。調整はうまくいっ

ていたので悔しい。」 
 
◆女子走り幅跳び(T12 クラス)決勝 
 

 澤田優蘭選手(エントリー)・アシスタント塩川竜平 

「記録としてはもう少しいきたかったけれど、跳躍内容も世界パラパリの様に安定性がな

かなか出せなかった。最初の 3 本が苦しんだが、ファールになった 4 本目から立て直し

た。その 4本目が一番助走の流れなどがうまくいったかな。もっと質を高めないといけな

いなと思った。世界で戦う上では 4m台ではだめなのでしっかり 1本目から助走して踏切

まで意識できるようにしたい」 

 

◆男子やり投(F46)決勝 

  

 山﨑晃裕選手(順天堂大学職員) 

「自分から投げにいってしまっていて、最後までやりを残せなかった。まだまだ再現性が高

くないので普段の練習からしっかりやらないといけない。体の強さというよりも動きの

キレや助走の流れ、動きの流れをしっかりポイントに置いてトレーニングしていきたい

と思う。」 

 

 高橋峻也選手(トヨタ自動車) 

「パリ世界パラ以降、国内大会を通じて徐々に調子を上げていったが、今日はなかなか攻め

きれなかった。来年の神戸に向けて着々と力をつけていきたい。（インド選手の強さにつ

いて）助走スピードとリズム感がスムーズで助走の勢いを殺さずに投げる技術、足の力が

日本選手を違っている気がする」 

 

 白砂匠庸選手(あいおいニッセイ同和損害保険) 

 「自分の投げが正確にできていない、技術面、パワー面が劣っていると感じた。インド勢

の最終投てきにかける力が強い。そこに追いつくには何が必要なのかもう一度見直して

いきたい。」 



 
◆男子 800ｍ(T54)予選 

 

 岸澤宏樹選手(日立ソリューションズ) 

「先頭に出た時点で行くしかないなと思って（決勝進出の）タイムを見据えた上でも前に出

た。前を引く力はまだ無いし、自分の持っているタイムも人についてのタイムだとわかっ

ているのでその中でもひとつのチャレンジだと思って走った。決勝は、最後のレースなの

でしっかり走りたい。」 

 

 豊田響心選手(GROP SINCERITE WORLD-AC) 

 「スタート出遅れました。自分の今の実力を改めて感じる事ができた。速度がまだまだ足

りていないしそこを強化していきたい。400ｍでは、自己ベスト更新と決勝進出を視野

に入れてしっかり走りたいです」 

 

 ◆女子走り幅跳び(T64クラス)決勝 

 

 髙桑早生選手(NTT東日本) 

「調子が良くて、自分としてもすごく楽しんで臨めたが、まだ力不足というかジャストファ 

ールが多くもったいない競技をしてしまった。踏切や空中動作はよくなっている部分は 

あるので、（パリまで）残された時間は少ないですがもう一度良くなった部分をブラッシ 

ュアップしていきたい。」 

 


